
1 

阿波小水力発電プロジェクト

本プロジェクトは、近年の再生可能エネルギーへの要請の高まりを踏まえて、重要な国産資源である水力

エネルギーの電力・環境・社会的価値の再評価を行い、地域の資産としての環境に調和した水力の価値の新

たな創造について、井上素行客員教授を中心に、社会・生態環境研究領域の角哲也教授、竹門康弘准教授、

小林草平特任助教および研究室所属学生、さらには愛媛大学佐藤嘉展准教授らが参加して、岡山県津山市阿

波地区を対象に小水力発電の具体的なモデル作りを進めているものである。

１．小水力計画地点の概要

（１）地点の概要

岡山県阿波地区落合川は、吉井川水系加茂川の支流であり、鳥取県境に

位置する黒岩高原を源流とし、一帯は氷ノ山後山那岐山国定公園となってい

る（図 1）。旧阿波村は、平成 17 年に津山市と合併し、急速な過疎高齢化

が進んでいる。地域の小学校が廃校になり、幼稚園は休園、唯一のガソリン

スタンドも撤退、行政支所も縮小し危機的な状況にある。このような中、地

域住民が逆境を乗り越えて自立するための第一歩として、地域が主体となっ

た小水力発電事業の検討が始められている。

（２）検討体制

阿波地区全体の運営組織である 

あば波村運営協議会内に「小水力 

発電検討チーム」を設置し、これ 

を自治体、養魚組合、阿波森林公 

園、連合町内会等の地域の関係機 

関、および地域が主体となった環

境調和型水力開発研究会（代表者 

井上素行）が協力・支援する体制 

を 2016 年 9 月に構築した（図

2）。落合川の水生生物相と生態

環境、流況評価などの専門的な調

査は京都大学角研究室と共同で実

施している。

２．調査検討状況

（１）流量観測および流況データの分析

水力発電ポテンシャルを評価するために、落合川の流量観測を開始するとともに、既存データが不足する

ことから、近傍の加茂川に位置する岡山県企業局阿波発電所の流量データとの比較も行って評価している。

図 4 は、2016 年 10～12 月に得られた落合川の流量を加茂川の流量と比較したものであり、小流域にもか

かわらず、発電にとって重要な基底流量が加茂川に比べて豊かである可能性を示唆している。

（２）環境と調和した水力発電所計画の検討

落合川流域における水生生物相の調査

を 2016 年 9 月以降 6 回にわたって行っ

た結果、発電所取水予定地点近傍でナガ

レホトケドジョウをはじめ複数の希少生

物が発見された（図 5）。これを踏まえ

て、豊かな自然が残る落合川の生態環境

の保全と発電利用を両立させる計画位置

について議論を行い、取水位置、水路ル

ート、発電所位置を選定し、発電所の出

力、建設単価などを試算した（表 1）。

また、2017 年 9 月に「阿波の豊かな環境

セミナー」を開催して環境調査結果を地

図 1 阿波地区落合川位置図

図 2 地域が主体となった小水力発電事業検討体制

図 3 落合川縦断面図 
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元の関係者にフィードバックし、80 人を超える地元住民とともに、地域の自然と歴史について理解を深め、

環境保全の視点と地域の資産としての水力エネルギー開発の視点の調和を図る重要性を共有した。 

３．今後の課題

（１）落合川の流況の評価

最上流部の黒岩高原は玄武岩質の窪地形状をなし、泥炭の中に池塘が点在する特徴的な地形を形成すると

ともに（図 3）、冬期の積雪量が 4ｍに達するなど水文流出過程における黒岩高原の役割は重要である。そ

こで、この特性を明らかにすべく、雨量、積雪深、気温、湿度、地表・地中温度、地中水分の観測を開始し

ており、これらデータと落合川の流況の関係を分析し、黒岩高原の水源涵養効果を考慮した流況評価を行う。

（２）環境の保全と総合的な地域貢献策の検討

減水区間における河川維持流量について検討するとともに、改善サイクルを回すためのモニタリング計画

を策定する。また、地域の環境価値を高める方策の 1 つとして、近年の黒岩高原の乾燥化に影響していると

推測される人工排水路の機能を弱めることを検討する。湿原景観と生態系の維持・回復を図るとともに、水

源涵養機能を高めて落合川の流況を改善し、発電電力量の増加と急激な出水を抑制する方策・効果について

検討を行う。これに伴う流域の環境変化を観測・評価する仕組みを構築する。

（３）環境と調和した発電所計画の策定

環境と経済性を考慮した取水口、水路構造物、発電所、放水口などの設計と施工方法などの設備計画と地

元が主体となった発電所の建設と運転・保守体制を検討する。

（４）事業主体、資金確保、許認可の取得

地元の個人、企業、団体が主体となり、地域に貢献する環境調和型水力開発の主旨に賛同する外部企業、

金融機関などが参加する事業主体を形成し、開発の許認可を取得する。 

国定公園特別地域内における環境と調和した水力利用の実現と、地域と専門家、研究者が協働で水力開発

に取り組む新たな水力開発事業モデルの構築がこれから大詰めを迎える。 
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図 4 阿波発電所取水口（C.A 12.6 ㎢）と落合川

金山橋（C.A 5.7 ㎢）の流量の比較 

図 5 落合川で確認された希少水生生物

ナガレホトケドジョウ ハコネサンショウウオ

大卵型カジカ ムカシトンボのヤゴ


